
改

正

後

改

正

前

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
）

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
国
際
的
な
業
務
上
の
提
携
を
行
っ
て
い
る
こ
と
そ

の
他
の
密
接
な
関
係
を
有
す
る
機
関
と
し
て
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
国
際
的
な
業
務
上
の
提
携
を
行
っ
て
い
る
こ
と
そ

の
他
の
密
接
な
関
係
を
有
す
る
機
関
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
）

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
）

第
三
条

法
第
八
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

法
第
八
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
相
互
間
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
と
し
て
出
入
国
在
留

管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
相
互
間
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
と
し
て
法
務
大
臣
及

び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

（
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
通
知
）

（
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
通
知
）

第
五
条

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
技
能
実

習
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）に
同
項
に
規
定
す
る
認
定
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
構
。
第

十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

第
五
条

法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。）に
同
項
に
規
定
す
る
認
定
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
構
。
第
十
七
条
第
一
項

及
び
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
及
び
事
業
所
の
設
備
）

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
及
び
事
業
所
の
設
備
）

第
十
二
条

法
第
九
条
第
六
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
主
務
省
令
で
定
め

る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
二
条

法
第
九
条
第
六
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
主
務
省
令
で
定
め

る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

技
能
実
習
責
任
者
が
、
自
己
以
外
の
技
能
実
習
指
導
員
、
生
活
指
導
員
そ
の
他
の
技
能
実
習
に
関
与
す
る

職
員
を
監
督
し
、
技
能
実
習
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
統
括
管
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一

技
能
実
習
責
任
者
が
、
自
己
以
外
の
技
能
実
習
指
導
員
、
生
活
指
導
員
そ
の
他
の
技
能
実
習
に
関
与
す
る

職
員
を
監
督
し
、
技
能
実
習
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
統
括
管
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
、
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
六
号
及
び
第
十
一
号
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
七
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
並
び
に
第
百
四
条
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


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